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◆「北海道農作物病害虫・雑草防除ガイド」に従って、気象状況や病害虫の発生程度も考慮しながら適切に防除を行う。
特に種子伝染する病害については、防除を徹底

◆病害株の除去は、随時ほ場を見回り、早期除去に努め、ほ場外に搬出して処分

◆人を介しての伝染性が強い病害を発見した場合は、対象株を抜き取った後、衣服（合羽）や長靴を入念に洗浄、ある
いは交換するなどして伝染防止を図る。共同抜き取りで発見した際は、当該ほ場の作業は一旦中止し、衣服や長靴を
入念に洗浄し、他のほ場の抜き取りを先に行い、病害発生ほ場の抜き取りは一番最後に実施

◆病害や異型と思われるものの多くは生理障害の可能性があるが、判断に迷った場合は先手必勝で「抜き取り」が鉄則

第２期（糊熟期～黄熟期）の抜き取り

病害虫

❶稈長（長稈・短稈）

稈の伸長が完全に停止したところで仕上げの抜き
取りを行う

❷穂型、粒着の粗密

穂型や粒着は、子実が充実した方が判断しやすく、
乳熟期以降が抜き取りに適する。北海道の優良品種
は、秋まき小麦はすべて“棒状”、春まき小麦はすべて
穂の上下がすぼまった“紡錘状”に区分される
穂の上部の小穂間隔が密になった棍棒状、あるいは
小穂の間隔が正常個体よりも広く、正常な穂型と
異なる個体は抜き取る

❹成熟の早晩（晩生）

葉や穂の黄化が始まり、早晩の個体間差が見やすく
なったところで抜き取る穂型の区分

きたさちほ きたほなみ

長稈の典型例 芒・ふ色遺伝図
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❸ふ色

緑色が抜けて、成熟する前の時期が最もわかりや
すい。抜き取り適期は1週間程度と短いので、逃さ
ないように注意。優良品種は赤褐ふの「ゆめちから」
以外はすべて黄ふ
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ほ 場 審 査

生産物審査
＊麦類では黒穂病、斑葉病（大麦）、条斑病、穀実線虫病

発生しない

混入しない

ほ場の20％を超えて発生しない

病害虫粒が0.5％を超えて混入しない

＊種子伝染性の病害虫 その他の病害虫
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パンフレット（平成28年5月No.3）

良質小麦生産は優良種子から
～優良種子生産のポイント～

○P5ページ「芒・ふ色遺伝図」の下段図を
　次のとおり訂正してお詫びいたします。


